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倉敷市は、水島地域にEV(電気自動車)の製造拠点を有するほか、地場企業が地域貢献の観点からまちづくりを牽引するなど、
地域住民や観光客の足としてEVを受け入れるポテンシャルがある。このため、地場企業のコミュニティが主体となり、EVシェアリ
ング及びPV(太陽光発電)の持続的なビジネスモデルを構築することで、地域全体の活性化とグリーン化を目指す。
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ズ ① 企業コミュニティが主体の敷地（屋
根）借りＰＶ事業

② ＥＶシェア事業の利益で投資資金
を準備

③ 平常時は固定価格買取制度を活

【フェーズ1】事業スタート
観光客・出張客のレンタカー的利用
が主のハイブリッド型シェア

【フェーズ2】マイカー感覚
カーシェア的利用の浸透・拡大

用して売電
④ 災害時は避難所の電源やＥＶの

充電設備として活用

【フェーズ3】福祉EV車両導入
医療・福祉分野への拡大

【フェーズ4】マイカーとしても普及
地域に根付いたEVによるまちづくり
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